
令和８年度　部の事業計画

部局名 総務部 部局長名 高橋　佳嗣

部局の事業方針

優先順位 事　業　名 新規or継続 課名 総合計画の位置付け

1 議会連絡調整事業・法制執務 継続 総務課 27.行政運営

2 働き方・職場環境の改善、人材養成の充実 継続 人事課 27.行政運営

3 窓口業務のサービス向上 新規 市民窓口課 27.行政運営

4 地域防災力の向上 新規 市民協働課
13.防災

14.防犯

5 市民協働の活性化と組織力強化 継続 市民協働課 11.市民協働

6
基幹統計の整理・公文書の適正管理と公開・文書の電
子化

新規
総務課

情報公開室
27.行政運営

①議会事務局との連携強化
議会事務局と定例的に協議する場を設け、議会運営について調整します。明瞭な答弁により、市民に対して市政についての認識を深め
られるようにします。
②市民や団体との協働
市民による地域活動が活発化するような環境づくりを行い、自治会等の団体との役割分担の理解を深め、地域での課題の解決に向け
て取り組みます。
③窓口業務の分析
現状の業務フローの点検や課題の抽出を行い、一連の処理スピードを高めることで、市民の利便性の向上に取り組みます。
④⑤職場環境の質の向上
職場の環境を改善しつつ、様々な制度を充実させることで組織力を高め、その成果を市民へ還元していきます。適正な職員数による、
効率的かつ安定的な行政運営ができるよう取り組みます。
⑥基幹統計の活用促進
国が作成する重要な位置付けである基幹統計を様々な角度から参照することで、各分野への活用を促していきます。
⑦防災・防犯対策の充実
地域コミュニティの強化などのソフト面、適切な場所への防犯カメラの設置などのハード面の強化により、命を守り、より安心・安全に
生活ができるよう、犯罪が起こりにくい環境整備を行います。
⑧国との協力体制の確立
災害時に関係機関との強化を図れるよう、地域社会に密着した立場として業務を遂行していきます。

部・局の重点事業
～部・局の使命、役割を達成するために何に重点をおいて事業を展開するのか～


